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挿入式孔内傾斜計の観測結果の解釈と留意点

Interpretation of, and important points concerning, results of
measurements by an insertion type borehole inclinometer
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 日本では、大雨や雪解け、そして地震を誘因として地すべりが各所発生し、家や田畑、道路な
どが被害を受けている。地すべりによる被害を防ぐためには、地すべりを安定化させる対策工事
が行われる。適切な対策計画のために、すべり面の位置を把握する必要があり、その代表的な手
法として挿入式孔内傾斜計が利用される。挿入式孔内傾斜計は、ボーリング孔に埋設した測定管
（以下、ガイド管）に測定作業ごとに測定器（以下、プローブ）を挿入して深度を変えながらガ
イド管の変形を測定するものである。計測結果は、初期値とその後の計測結果の差から求めた変
位量について、最深部を基準として地表部まで累積することでガイド管全体の形状が示される。
 正しい方法で設置や観測がなされた計測結果からは、図1に示した①～③のタイプの斜面変動
を捉えることができる。①せん断型は地中に連続したすべり面が形成されるすべり変位を計測し



たものである。②弓形は斜面を構成する地盤が自重で変形が進行したクリープ変位を、③傾倒型
は地盤の節理や亀裂を介して岩塊や土塊が回転力によって前方へ傾倒したトップリング変位を捉
えたものであり、急勾配の自然斜面や切土のり面、地表付近などで観測されることがある。実際
に日本の地すべり地で計測した場合、1箇所の観測孔においても①～③が複合したものや④地す
べり滑動などに伴う地盤の沈下を反映したＳ字状の形態が加わることが一般的である。
 それらの計測結果から、すべり面を判定するための条件としてはa)測定値が検定や補正により
適正なデータであること、b)ボーリングや計測結果から不動層が判定されていること、c)地質状
況や想定される斜面変動との矛盾が無いこと、d)測定値に地盤の変位がある程度現れかつ累積性
があること、を満たすことが挙げられる（図1）。なお、実際には動いていない地盤において
も、プローブの特性、測定者による観測の仕方、およびガイド管の設置状態および検定・補正が
不適切などの要因により、①～④と類似する形状の計測結果が得られることがあるが、上記a)～
d)に留意してデータをチェックすると計測結果の良否を見分けることが可能である。
 最後に、挿入式孔内傾斜計に関する設置・観測、検定・補正などの計測技術の標準化を目的に
作成した「地すべり地における挿入式孔内傾斜計計測マニュアル（平成22年度春に出版予定）」
により地中変位の把握技術がさらに発展することで、地すべり災害の防止や被害の軽減に資する
ことを期待する。
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